
P560

設備用パッケージエアコン室外機据付説明書

P450、560

配管サイズと

容　量

P450

P560

ガス管

φ28.58×t 1.0

φ28.58×t 1.0

液　管

φ12.7×t 0.8

φ12.7×t 0.8

ガス管

φ31.8×t 1.1

φ31.8×t 1.1

液　管

φ12.7×t 0.8

φ15.88×t 1.0

配管長が90m以下の場合＜A＞ 配管長が90～130m以下の場合＜B＞
配管長が130～160m以下の場合

130m分は＜B＞の配管サイズとし、
残り長さ分は＜A＞の配管サイズとする。

P560

Ｐ450、560用
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現地配管断熱材厚さ20mm以上

シールド線

（エ）室内機電源仕様は室内機据付説明書をこ覧ください。
（オ）室外機－室内機間の信号線はシールド線（MVVS）0.75～1.25mm2×2心を使用してください。
　　　シールド線は両端接地としてください。

本機は室外機－室内機間の通信方式としてスーパーリンクⅡを使用しています。

同一ネットワーク上にビル用マルチ機（ＦＤ○Ｐ○○○3シリーズ）が接続される場合は、ビル用マルチ機も信号線はシールド線（MVVS）を使用してください。また、信号線長さの制限は
※1と同じになります。

信号線（シールド線MVVS）（合計長さ）
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また、周囲の露点温度が28℃以上、または相対湿度が80％以上となる場合は、さらに10～20mmの断
熱材をつけてください。

※設備用パッケージエアコンの係数 　は1としてください。B

液側
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設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき通信上は2台分として台数計算してください。

  冷暖切換マルチ（LX,R-LX （ﾘﾌﾚｯｼｭ）)、 氷蓄熱（LXI）、設備用（AUCV）の場合 = 1

   A                 kg ×  B                    =                             kg

  冷暖フリーマルチ（LXR）,室外容量735～1360の場合 = 1.2

  冷暖フリーマルチ（LXR）,室外容量224～680の場合 = 1.3                ・・ B

冷媒量
基準

                         kg+                       kg=                           kg追加量
液管分 全冷媒

封入量

合計 A に対し、次の係数 B を掛けてください。

  + φ9.52 の合計長さ                  m × 0.059kg／m =                  kg      

  + φ6.35 の合計長さ                  m × 0.022kg／m =                  kg      

  + φ12.7 の合計長さ                 m × 0.12  kg／m =                  kg      

  + φ15.88の合計長さ                 m × 0.18  kg／m =                  kg      

  + φ19.05の合計長さ                 m × 0.26  kg／m =                  kg      

液管 φ22.22の合計長さ                 m × 0.37  kg／m =                  kg      冷媒量記入銘板

合計                     kg・・ A

必ず、規定量の冷媒（R410A）を封入してください。
  冷媒不足の状態で長時間運転されますと、能力不足
  あるいは圧縮機故障の原因となります。
  据付説明書および下記内容を参照の上、必ず計量
  封入してください。
  （特に運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分
    以内に完了してください。）
冷媒の追加封入
  1.本ユニットには基準冷媒量（配管長さ０ｍの封入量）のみ封入されています。
    基準冷媒量はユニットの装置銘板（パネル表面）に記入してあります。

  2.右記に従って、現地液管サイズと長さにより
    冷媒量を計算し、計量封入してください。
    次回のサービス時に必要となりますので、必ず
    右記空欄に必要事項を記入してください。

液管分
追加量  3.液管分追加量が400～680：50kg、735～

    1360：100kgを越える場合には、冷媒系統を
    分けてください。
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（ビル用マルチ機と同一ネットワークとする場合）
信号線はシールド線（MVVS）とし、両端接地としてください。

（1）設備用パッケージエアコン1台の場合 （2） 複数台で同一ネットワークとする場合

設備用 設備用 マルチ

設備用 設備用 マルチ

マルチ

信号線はDC5Vですので絶対に200V配線を接続しないでください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、2個の基板それぞれ異なる室内No.SWを設定してください。

不正な配線（室外間の配線をA1・B1に接続している） 不正な配線（室内外間の配線をA2・B2に接続している）

上記の例は設備用エアコンとマルチ用エアコンが混在した場合を示しています。

設備用パッケージエアコンP450、560形は室内機1台につき基板が2個ありますので、接続台数を2台で入力してください。
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設備用

設備用

マルチ 設備用 マルチ

マルチ 設備用 マルチ

マルチ マルチ

マルチ

マルチ

設備用 設備用

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

マルチ

設備用設備用
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P450，560として使用する場合、均油管用操作弁は開かないでくたさい。
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